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気象・天気 名前

問1 丸底フラスコ内に少量の線香の煙を入れ、大型注射器のピストンを急に引いて雲を発生させる実験において、線香の煙のように、空気中の水蒸
気が凝結して水滴に変わる際の「核」となる微小な粒子のことを何といいますか。 （2023年 鳥取県公立入試 類似）

1. 触媒 2. 乾燥剤 3. 沸騰石 4. 凝結核

問2 気温が30度の室内で、金属製のコップに氷水を加えて水温を下げていったところ、水温が15.2度になったときに表面に水滴がつき始めました。
30度での飽和水蒸気量を30.4g/m³、15.2度での飽和水蒸気量を13.0g/m³としたとき、この室内の湿度は約何％ですか。 （2017年 愛知県公立入試 類似）

1. 40%から60%の間 2. 20%から40%の間 3. 60%から80%の間 4. 80%から100%の間

問3 少量の水と線香の煙を入れたフラスコにピストンを取り付け、素早くピストンを引いたところ、フラスコ内の温度が18.0度から17.3度に下がり
、内部が白くくもりました。この現象が起きた理由として適切な説明はどれですか。 （2017年 三重県公立入試 類似）

1. ピストンを引くことで空気が膨張
して温度低下が起こり、水蒸気が露
点に達して凝結したため。

2. フラスコ内の温度が融点まで下が
ったことで、水が氷の粒に変化した
ため。

3. 線香の煙がフラスコ内の水蒸気と
化学反応を起こし、新しい物質が生
成されたため。

4. ピストンを引くことでフラスコ内
の気圧が上がり、水蒸気が水へと変
化したため。

問4 簡易真空容器の中に少量の空気を入れたゴム風船を入れ、容器内の空気を抜いていくと、ゴム風船が大きくふくらみました。この現象が起こる
理由を「気圧」という言葉を用いて説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2017年 岩手県公立入試 類似）

1. 容器内の気圧が下がることで、ゴ
ム風船の内部から外側へ押す力が相
対的に大きくなるため。

2. 空気を抜く際の摩擦によって容器
内の温度が上がり、ゴム風船の中の
空気が膨張するため。

3. 容器内の気圧が上がることで、ゴ
ム風船の外側から内側へ押す力が大
きくなるため。

4. 容器内の空気を抜くことで、ゴム
風船の周りが真空になり、ゴム自体
の弾力性が失われるため。

問5 透明な真空容器の中に、少量の空気を入れて密閉したビニール袋を入れます。容器に接続されたピストンを引いて内部の空気を抜いていったと
き、容器内の気圧の変化とビニール袋の様子について述べたものとして正しいものはどれですか。 （2022年 群馬県公立入試 類似）

1. 容器内の気圧が上がるため、袋の
内側と外側の圧力がつり合い、袋の
体積は変化しない。

2. 容器内の気圧が下がるため、袋の
中の空気が外側を押し出す力が相対
的に強くなり、袋が膨張する。

3. 容器内の気圧が下がるため、袋の
外側から押す力が強くなり、袋がし
ぼむ。

4. 容器内の気圧が上がるため、袋の
中の空気が外側を押し出す力が相対
的に弱くなり、袋がしぼむ。

問6 天気図において、等しい気圧の地点を結んだ線を等圧線と呼びます。この等圧線の間隔と、その地点で吹く風の強さの関係について述べたもの
として、最も適切なものを選びなさい。 （2023年 埼玉県公立入試 類似）

1. 等圧線の間隔が狭いほど、気圧の
傾きが急になり、吹く風は強くなる

2. 等圧線の間隔の広さは、気圧の傾
きや風の強さとは無関係である

3. 等圧線の間隔が広いほど、気圧の
傾きが急になり、吹く風は強くなる

4. 等圧線の間隔が狭いほど、気圧の
傾きが緩やかになり、吹く風は弱く
なる

問7 天気図において「高」と記される高気圧の中心付近では、上空から地上に向かって空気が流れています。このような空気の流れを何と呼びます
か。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 季節風 2. 転向力 3. 上昇気流 4. 下降気流

問8 温暖前線付近では乱層雲などの層状の雲が広がるのに対し、寒冷前線付近で積乱雲が発達するのはなぜか。その理由として最も適切なものはど
れか。 （2019年 滋賀県公立入試 類似）

1. 寒冷前線付近では地表の温度が非
常に高いため、前線に関係なく熱対
流による上昇気流が常に発生してい
るため。

2. 暖気が寒気の上をゆるやかにのぼ
る際、前線面の傾きが緩やかになり
、暖気が広い範囲で冷却されるため
。

3. 寒気が暖気を押し出す際、水平方
向の移動速度が非常に遅いため、雲
が垂直方向に成長する時間が十分に
あるため。

4. 寒気が暖気の下に潜り込む際、前
線面の傾きが急であり、暖気を急激
に押し上げる強い上昇気流が発生す
るため。

問9 ある観測地点において、風向が南寄りから北寄りに変化し、同時に気温が急激に低下する現象が確認されました。このような気象変化を引き起
こす原因となる前線の名称として最も適切なものを答えなさい。 （2024年 山形県公立入試 類似）

1. 寒冷前線 2. 閉塞前線 3. 停滞前線 4. 温暖前線

問10 1立方メートルあたりの飽和水蒸気量が、気温0度のときは4.9g、気温マイナス20度のときは1.1gであるとします。気温0度で湿度が100％の状
態にある空気1立方メートルを、マイナス20度まで冷やしたとき、何gの水蒸気が凝結して水や氷に変わりますか。 （2022年 北海道公立入試 類似）

1. 6.0g 2. 4.9g 3. 1.1g 4. 3.8g

問11 移動性高気圧が、日本付近を西から東へと移動していく主な理由として正しいものはどれですか。 （2015年 長野県公立入試 類似）

1. 日本の上空で、一年中吹いている
強い西風（偏西風）の影響を受ける
ため

2. 地球の自転によって、高気圧から
吹き出す風が右向きに曲がるため

3. 夏に発達する小笠原気団が、南か
ら高気圧を押し上げるため

4. 大陸と海洋の暖まりやすさの違い
により、季節風が発生するため

問12 密閉された容器内の温度を下げていくと、ある温度で容器の内側に水滴がつき始め、さらに温度を下げると水滴の量は増えていきました。この
ように温度を下げることで水滴が発生する理由について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 愛知県公立入試 類似）

1. 温度が下がることで空気中に含ま
れる水蒸気量が増加し、飽和水蒸気
量を超えてしまったから

2. 露点に達したことで、容器内の気
圧が急激に変化し、水蒸気が液体へ
と押しつぶされたから

3. 温度が下がることで空気の体積が
収縮し、空気中にあった水蒸気が行
き場をなくして外へ追い出されたか
ら

4. 温度が下がることで飽和水蒸気量
が減少し、空気中に含まれる水蒸気
量を下回ったため、入りきらなくな
った水蒸気が凝結したから

問13 日本を含む中緯度地域の上空において、一年中絶えず西から東に向かって吹いている強い西風の名称として正しいものはどれか。 （2017年

富山県公立入試 類似）

1. 季節風 2. 海陸風 3. 偏西風 4. 貿易風

問14 空気中の水蒸気が冷やされ、水滴に変わり始めるときの温度を何といいますか。 （2024年 高知県公立入試 類似）

1. 融点 2. 凝固点 3. 露点 4. 沸点
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

凝結核
空気中の水蒸気が冷やされて水滴に変わる（凝結する）とき、何もない空間では変化が起こり
にくい性質があります。そこで、線香の煙のような微小な粒子が存在すると、それが「核」と
なって周囲に水蒸気が集まり、水滴へと変化しやすくなります。この役割を果たす粒子を凝結
核と呼びます。

問2 答え 1
40%から60%の間

湿度は、現在の気温における飽和水蒸気量に対して、実際に空気中に含まれている水蒸気量が
何％にあたるかを計算して求めます。コップの表面に水滴がついたときの温度（15.2度）が露
点であるため、この室内の空気1m³あたりに含まれる水蒸気量は、15.2度の飽和水蒸気量であ
る13.0gであることがわかります。現在の気温は30度で飽和水蒸気量は30.4g/m³なので、「(
13.0 ÷ 30.4) × 100」を計算すると約42.8％となり、40％から60％の範囲に該当します。

問3 答え 1
ピストンを引くことで空気が膨張して温度低
下が起こり、水蒸気が露点に達して凝結した
ため。

ピストンを引くとフラスコ内の空気が膨張し、それに伴って温度低下が起こります。温度が露
点より低くなると、空気中の水蒸気が凝結して小さな水滴となるため、フラスコ内が白くくも
って見えます。このとき、線香の煙は凝結を助ける核としての役割を果たしています。

問4 答え 1
容器内の気圧が下がることで、ゴム風船の内
部から外側へ押す力が相対的に大きくなるた
め。

ゴム風船の大きさは、風船の外側から押す気圧と、風船の内側から押し返す空気の圧力のバラ
ンスによって決まっています。容器の空気を抜いて容器内の気圧を下げると、風船を外から圧
縮する力が弱まるため、内部の空気が外側へ広がろうとする力が勝り、風船が膨張します。こ
れは上空に行くほど気圧が下がり、お菓子の袋がふくらむ現象と同じ原理です。

問5 答え 2
容器内の気圧が下がるため、袋の中の空気が
外側を押し出す力が相対的に強くなり、袋が
膨張する。

容器内の空気を排気すると、ビニール袋の周囲にある空気の粒子の数が減り、袋を外側から押
す力である気圧が低下します。その結果、袋の内部から外側へ押し返そうとする力が相対的に
勝るようになり、袋の体積が増加して膨張します。これは、山の上などの気圧が低い場所へお
菓子の袋を持っていくと膨らむ現象と同じ原理です。

問6 答え 1
等圧線の間隔が狭いほど、気圧の傾きが急に
なり、吹く風は強くなる

等圧線は地図の等高線と同じような性質を持ち、間隔が狭いほど短い距離で気圧が大きく変化
すること、つまり気圧の傾きが急であることを示しています。気圧の傾きが急であればあるほ
ど、空気を押し出す力が大きくなるため、その地点で吹く風の風速は増し、強い風が吹くよう
になります。

問7 答え 4
下降気流

高気圧の中心付近では、上空から地上に向かって空気が吹き降りる「下降気流」が発生してい
ます。地表付近に達した空気は、中心からまわりに向かって時計回りに吹き出していきます。

問8 答え 4
寒気が暖気の下に潜り込む際、前線面の傾き
が急であり、暖気を急激に押し上げる強い上
昇気流が発生するため。

寒冷前線は寒気が暖気を押し上げながら進みますが、このとき前線面の傾きが非常に急になり
ます。そのため、暖気が一気に上空へと蹴り上げられるような強い上昇気流が生じ、雲が横に
広がる暇がなく垂直に高く発達することで、積乱雲となります。

問9 答え 1
寒冷前線

寒気が暖気を急激に押し上げながら進む前線付近では、強い上昇気流が発生して積乱雲が発達
します。この前線が通過すると、地上付近は暖かい空気から冷たい空気へと入れ替わるため、
気温が急激に下がり、風向も一般に南寄りから北寄りへと変化します。この特徴を持つ前線は
寒冷前線と呼ばれます。

問1
0

答え 4
3.8g

湿度100％の空気には、その温度の飽和水蒸気量と同じ量の水蒸気が含まれています。0度の
空気1立方メートルには4.9gの水蒸気が含まれていますが、マイナス20度になると空気は1.1g
までしか水蒸気を保持できません。この差である「4.9g － 1.1g ＝
3.8g」が、空気中に保持できなくなり凝結して現れます。

問1
1

答え 1
日本の上空で、一年中吹いている強い西風（
偏西風）の影響を受けるため

日本を含む中緯度地域の上空には、偏西風と呼ばれる強い西風が常に吹いています。大陸から
切り離された移動性高気圧や、温帯低気圧はこの偏西風の流れに乗って運ばれるため、西から
東へと移動します。

問1
2

答え 4
温度が下がることで飽和水蒸気量が減少し、
空気中に含まれる水蒸気量を下回ったため、
入りきらなくなった水蒸気が凝結したから

空気中の水蒸気が冷やされて水滴に変わり始めるときの温度を露点といいます。温度が下がる
と、その温度における飽和水蒸気量も減少します。温度が露点より低くなると、空気中に含ま
れていた水蒸気量が、その温度での飽和水蒸気量よりも多くなってしまいます。この入りきら
なくなった分の水蒸気が、液体である水滴となって現れるため、温度を下げるほど凝結する水
の量は多くなります。

問1
3

答え 3
偏西風

中緯度地域の上空では、一年を通じて西から東へと流れる「偏西風」と呼ばれる強い風が吹い
ています。この風は地球規模の空気の流れの一部であり、日本の気象に大きな影響を与えてい
ます。

問1
4

答え 3
露点

空気の温度が下がると、その温度における飽和水蒸気量が減少します。空気に含まれている水
蒸気量が、その温度の飽和水蒸気量と同じになったときに凝結が始まり、水滴が現れます。こ
のときの温度を露点と呼びます。融点や沸点、凝固点は物質の状態変化が起こる特定の温度を
指しますが、空気中の水蒸気が水滴になる現象には露点という用語を用います。


